
令和4年 2022年

天理市都市計画マスタープラン
概要版



 

 

目  次 

第１章 計画策定にあたって ........................................... １ 
Ⅰ 基本的事項 ................................................................................................ １ 

 
 

第２章 天理市の概況と課題 .......................................... ４ 
Ⅰ 天理市の概況 ............................................................................................. ４ 

Ⅱ まちづくりの課題 .......................................................................................... ６ 

 
 

第３章 全体構想 ........................................................ ８ 
Ⅰ 目指すべきまちの将来像 ................................................................................ ８ 

Ⅱ 将来の都市構造のあり方 ............................................................................. １０ 

Ⅲ 都市整備の方針 ........................................................................................ １４ 

 
 

第４章 地域別構想 ................................................... ２５ 
Ⅰ 地域区分 ................................................................................................. ２５ 

Ⅱ 北中学校地域 ........................................................................................... ２６ 

Ⅲ 西中学校地域 ........................................................................................... ２８ 

Ⅳ 南中学校地域 ........................................................................................... ３０ 

Ⅴ 福住中学校地域 ........................................................................................ ３２ 

 

第５章 実現化の方向性 ～まちづくりの取り組み方～ ......... ３４ 
Ⅰ 実現化に向けた基本的な考え方 ..................................................................... ３４ 

Ⅱ 実現化に向けた取組み ................................................................................ ３４ 

 

 
 

 



第１章 計画策定にあたって 

1 

第１章 計画策定にあたって 

Ⅰ 基本的事項 

（１）目的と役割 

都市計画マスタープランとは、平成４年（１９９２年）の都市計画法の改正によ

って規定された「市町村の都市計画に関する基本的な方針」（都市計画法第 

１８条の２）として定める計画です。 

都市計画マスタープランは、住民参加のもとに市町村自らがまちづくりの将

来ビジョンを確立し、都市像や都市目標を実現するために土地利用や都市施

設の方針などを明らかにする計画であり、まちづくりの長期的・総合的な指針と

しての役割を果たすものとなります。 

本市では、平成２５年（２０１３年）４月に、第２次天理市都市計画マスタープ

ランを策定しましたが、策定以降における本格的な人口減少社会、少子高齢社

会の到来及び市民の環境への意識の高まり、都市型災害及び大規模な災害

発生の懸念などといった社会経済情勢の変化、並びに上位関連計画、関係法

令及び土地利用の変化などに対応した新たな天理市都市計画マスタープラン

（以下、「本計画」という。）を策定する必要があります。 

天理駅前広場コフフン 
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図 都市計画マスタープランの位置づけ 
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（２）目標年次 

 

（３）目標人口 

 

（４）対象区域 

 

（５）計画の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

長期的視点に立ち、概ね２０年後の令和２４年（２０４２年）を目標年次とします。 

本計画は、天理市全域を対象とします。 

将来人口：約 58,000 人（目標年次の令和２４年（２０４２年）時点） 

 図 都市計画マスタープランの構成
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第２章 天理市の概況と課題 

Ⅰ 天理市の概況 

人
口
 世
帯
数 

年齢別人口構成
及び世帯数の推移 

✓2015 年の国勢調査では 67,398 人。1995 年の 74,188 人をピー
クに減少し、今後の人口推移の推計でも引き続き減少するとみられる。 

✓1970 年時点で 7％を超え高齢化社会、2000 年で 14％を超え
高齢社会、2015 年で 21％を超え超高齢社会となる。

流 入 人 口 と流 出
人口 

✓流出入人口の比率はほぼ同等。奈良市への流出が最も多く、次
いで大阪府。 

✓奈良市からの流入が最も多く、次いで大和郡山市・桜井市・橿原市。

若者世代の人口
変動 

✓天理大学が影響し、１０代後半～２０代前半にかけて大きく人口増
加しているが、大学を卒業する年齢層で急激に人口の流出が発
生している。 

都
市
整
備 

土地利用状況 

✓市街化区域内においては、概ね都市的土地利用への転換が進ん
でおり、市街化調整区域では、農地からの転用が見られるほかは
進展があまり見られないため、本市の土地利用に関しては、一定
の法規制が機能している。

法規制 

✓市内全域が都市計画区域に指定されている中で、市街化区域が
分散して指定されている。福住地域の市街化区域は全域が工業
地域となっている。 

✓本市における地区計画は計８地区で実施されており、文化・芸術の
国際的拠点づくりを進める計画が杣之内地区で策定されている。

地価 
✓天理市の地価の状況は、全体として下落傾向にある。 
✓平成３０年では、平成６年と比較すると、地価は６0％以上の下落

となっている。 

道路・ 
公共 
交通 

都市計画 
道路 

✓本市の都市計画道路は平成３１年３月時点において、全３７路線、
計画決定延長計 72,515ｍであり、改良済延長は 43,495ｍ、改
良率は約 60％となっている。 

✓直近で計画決定された路線としては、都市計画道路東井戸堂西
長柄線（九条バイパス）が挙げられる。

公共交通 

✓本市内を通る JR、近鉄各駅の１日平均乗客数の推移は、各駅と
もにほぼ横ばいの状況である。最も乗客数が多い駅は近鉄天理
駅で、１日平均乗客数は 2012 年から 2017 年の間、6,500 人
～7,000 人であり、本市の中心駅である。 

✓路線バス（奈良交通）のほか、コミュニティバス（いちょう号）が運行
している。福住地域における１日の運行本数は少ない。

市民の 
交通行動 
の動向 

✓公共交通である鉄道やバスの割合が継続して少ないほか、徒歩
の占める割合が減少傾向を示している。 

✓自動車の占める割合が増加しており、全目的別では昭和５５年時
点と比較すると平成２２年時点は約２．２倍に増加している。
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都
市
整
備 

都市計画公園 
✓本市の都市計画公園は、市域全域に広く分布している。特に大き

な面積を有する公園として、「天理ダム風致公園」、「長柄運動公
園」及び「神宮外苑公園」等が挙げられる。

公共施設 

✓天理市の公共施設は、概ね市街化区域内の主要幹線沿いに立
地している。 

✓特に、天理駅周辺に多くの公共施設が集積している。そのほか、
各駅を中心とした徒歩圏に立地している施設が多い。 

✓最寄りの鉄道駅から離れている施設については、鉄道以外の手
段が必要となる。 

公共下水道 
✓下水道の整備状況は、認可区域内のほとんどの地域が整備済み

区域となっている。 

防災 

災害想定 
区域 

✓山間部と平野部の境界付近では土砂災害の危険区域として土石
流・急傾斜地危険区域が市内各地域に指定されている。 

✓平野部では、国道１６９号の東側で大規模な土砂災害危険区域
（土石流）及び土石流危険区域に指定されている。 

✓浸水想定区域としては、市域の西側における大和川水系に近い
地域での浸水が予想されている。

避難施設 
✓本市における指定緊急避難場所及び指定避難所は、５０箇所が

指定されている。 

産
業 

商業 

✓本市の商業は、事業所数の推移を見ると減少傾向が続いている。
従業者数と年間商品販売額は、２００７年までは緩やかな増加傾向
を示していたが、２００８年のリーマンショックを受けて２０１２年に大
幅に減少した後、若干増加を示している。

工業 
✓本市の工業のうち、事業所数、従業者数、製造品出荷額の推移

は、すべて概ね減少傾向が続いている。特に、製造品出荷額は２０
０７年から２０１７年で、48％の減少となっている。

農林業 ✓本市の農林業において、担い手や後継者が減少している。 

財
政 

歳入・歳出 

✓民生費、衛生費の割合が増加している一方、土木費の割合が減
少している。 

✓扶助費が大幅に増加している一方、投資的経費（普通建設事業
費の補助・単独ともに）が大幅に減少している。 
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Ⅱ まちづくりの課題 
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第３章 全体構想 

Ⅰ 目指すべきまちの将来像 

（１）まちの将来像 

本計画で掲げるまちの将来像は、「天理市第６次総合計画」で設定した将来

像「大和青垣に囲まれた歴史と文化かおる共生都市・天理」とします。本計画

では、都市計画行政の行動指針として、主要課題に丁寧に対応しながら、まち

の将来像の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）まちづくりの基本理念 

本市が今後も発展を続けていくためには、まちづくりの５つの主要課題として

掲げた、「持続可能なまちづくり」、「安全・安心のまちづくり」、「快適性・利便性

のあるまちづくり」、「賑わいを生み出すまちづくり」及び「歴史・自然との共存を

図るまちづくり」への対応が重要となります。 

本市では、これらの課題に対して、「歴史をつなぎ、自然を活かし、賑わいを

生み出し、誰もが安全で安心して快適に暮らせる、持続可能なまちづくりを進め

る」ことを基本理念としてまちづくりに取り組みます。 

まちの将来像 

大和青垣に囲まれた歴史と文化かおる 

共生都市・天理 
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（３）まちづくりの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 基本理念と目標の関係 

図 まちづくりの課題、基本理念、目標、まちの将来像の関係 
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Ⅱ 将来の都市構造のあり方 

（１）都市構造の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１)「まち」「さと」エリア 

市街地と農地及び集落地との調和を前提とし、商業の活性化とともに工業

や農林業の振興、医療・福祉施設整備の向上、都市及び歴史的資源の維持・

保全、住環境の維持・向上を積極的に図り、地域活力と豊かな生活環境が両

立したまちづくりを実施します。 

天理市立地適正化計画における都市機能が集約された地域「都市機能誘

導区域」と、集約された居住地域「居住誘導区域」では、誰でも利用可能な公

共交通でつなぐ交通ネットワークの整備により、多極ネットワーク型コンパクトシ

「まち」「さと」「歴史」「高原のさと」の持つ特徴を活かしながら、それぞ

れの機能連携を強め、『天理市』らしい将来都市構造を構築します。 

特に、点在している市街地は、各地域の生活圏域としての自立性を高めな

がら、一体性を確保し、豊かな生活環境と活力あるまちづくりを両立します。 

＜将来都市構造形成のイメージ＞ 
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ティの実現を目指します。さらには、日常生活に必要な施設の維持を図る地域

「地域生活拠点」により、地域の日常的な賑わいの創出を目指します。 

本市では、子育て世代すこやか支援センターはぐ～る等において、子育てに

関して切れ目のない支援を行ってきましたが、今後も若者・子育て世代が必要

とする施設誘導を進め、定住意識を高めるとともに、高齢者も生き生きと暮らす

ことのできるまちの実現を目指します。 

 

２)「歴史」エリア 

市中央部を南北に貫くエリアには山の辺の道があり、その周辺には古墳群や

寺社など貴重な歴史的資源が集積しており、エリア全体の環境保全と地域活

性化のための活用を図っていきます。また、市域西部の「まち」「さと」と東部の

「高原のさと」をつなぐエリアとして位置づけられることから、両エリアと機能連

携を図り、天理の個性と魅力を積極的に情報発信するエリアとしても位置づけ

ます。 

「なら歴史芸術文化村」を拠点として、近隣自治体との連携による周遊型観

光振興を通じ、さらなる交流人口の増加を図るとともに、国内外への情報発信

強化や受け入れ体制整備を行い、従来の日帰り・通過型観光から滞在型観光

への転換・強化を図ります。 

 

３)「高原のさと」エリア 

市東部の山間エリアは、豊かな森林環境を有しているほか、ゴルフ場などの

レクリエーション機能も有しており、環境保全と地域振興の両立を図ります。 

豊かな自然を残しながらも、名阪国道などの道路網が整備された高原地区

や山の辺周辺の歴史的資源を有し、風光明媚な地域での豊かなライフスタイ

ルを求める幅広い世代の人々の呼び込みを図ります。 

 

➢「まち」「さと」の一体性を高める 

鉄道駅を中心に分散して形成されている「まち」の一体性を高めるほか、市

街地における「まち」「さと」の一体性を高めるエリアを形成します。 

➢「まち」「さと」「歴史」「高原のさと」をつなぐ 

「まち」、「さと」、「歴史」及び「高原のさと」を結び、機能連携を高めて相乗

効果を誘導するために、それぞれのエリアのネットワークを形成します。 
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【将来都市構造図】 
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※ゾーンや拠点、軸の名称は、それぞれの内容を分かりやすく表すために、本市独自で設定したものになります。
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Ⅲ 都市整備の方針 

（１）土地利用に関する方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土地利用方針図】 
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※地区の名称は、それぞれの内容を分かりやすく表すために、本市独自で設定したものになります。
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（２）都市施設整備及び市街地整備に関する方針 

１)道路・交通 

 

 

 

  

【道路・交通配置方針図】 
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※幹線道路等の名称は、それぞれの内容を分かりやすく表すために、本市独自で設定したものになります。 
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２)公園・緑地 

 

 

 

  

【公園・緑地方針図】 
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※軸や地区等の名称は、それぞれの内容を分かりやすく表すために、本市独自で設定したものになります。 
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（３）自然環境及び景観形成に関する方針 

 

  

【景観形成方針図】 

※軸や地区、拠点等の名称は、それぞれの内容を分かりやすく表すために、本市独自で設定したものになります。 



第３章 全体構想 

21 
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天理市を含む大和都市計画区域での取組みとして・・・ 

（参考）土地利用に関する位置づけについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

『産業振興地区』として設定 『観光促進地区』として設定

天理市都市計画マスタープラン 前回以降、新たに取り組むこととなった事

これまでのまちづくりは都市計画において、主に都市基盤である道路、建築物などの都

市施設の整備することが主であり、公共ないし行政によるルールのもとで官民が個別に

活動するというものでした。 

近年は、人口減少対策をはじめ、まちの賑わいづくりや、居心地の良さなどの快適性や

生活の満足度を高める取組みなど、新たな都市施設の整備を必要最小限に抑えなが

ら、既存の都市施設を活かすことで、それらを新たな拠点として地域のつながりや魅力を

高め、人口増加へつなげる活動が民間主導、あるいは官民連携、協働で進められていま

す。 

既存の都市施設や地域コミュニティに新たな可能性を見いだし、地域生活の拠点とす

るなど皆で活用していくという視点に立ち、公共ないし行政と民間がそれぞれの役割を活

Column 

人口減少を抑制するため定住促進、雇

用促進につながる地域の交流拠点づく

りなど地域の活性化 

快適性や生活の満足度、とりわけ仕事の

場と生活の場が近く住みやすい環境、い

わゆる職住近接に対する施策の充実を

図るための産業立地、企業誘致 

天理市で取り組んでいることは･･･ 

西名阪自動車道、名阪国道、京奈
和自動車道のインターチェンジ周辺
や、幹線道路沿道、既存工業団地
周辺等においては、周辺環境との調
和等に配慮しつつ、主として工業
系、物流系、商業系の土地利用を
計画的に推進し、雇用の場の確保、
高付加価値産業等の集積を図る。 

拠点周辺の市街地の再構築を推進
し、既存の資源を活かしながら創意
工夫のもとで新たな機能の誘導を
図り、様々な交流を促す個性と魅力
ある拠点形成を図る。 

『大和都市計画及び吉野三町都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針』（奈良県、令和４年５月）から抜粋
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（参考）全体構想と地域別構想の読み方 

これまでに見てきた全体構想では、本市全域を俯瞰して将来都市構造を見

据え、分野ごとに位置づけを行ってきました。次章からの地域別構想では、全体

構想での位置づけを踏まえながら、地域ごとに詳細に見ていきますが、地域別

構想は全体構想の構成に基づき、土地利用をはじめとした各分野ごとに目標

を掲げ、位置づけを行うものとします。 

全体構想と地域別構想のイメージと言葉の使い分けは、以下の通りとします。 

 

 

 

 

 

 

  

図 全体構想と地域別構想のイメージ

北 西 

南 

福住 
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第４章 地域別構想 

Ⅰ 地域区分 

地域別構想では、市内を地域ごとに区分した上で、全体構想で定めた将来の都市構造

のあり方や都市整備の方針を踏まえ、それぞれの地域におけるまちづくりの方向性や方

針を定めます。 

地域別構想の地域区分については、地域としてのまとまりや地域コミュニティが形成さ

れていることを考慮し、中学校区単位を基本として、「北中学校地域」、「西中学校地域」、

「南中学校地域」及び「福住中学校地域」の４つの地域に区分します。 

 

 

 

 

各地域に位置づけたアイコンは、今後そ
れぞれの地域において、さらに注力する
予定としているものを表しています。

図 地域区分図
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■地域特性にみるまちづくりの方向性
（全体構想からの位置づけ） 

・コフフンを活用した商店街の活性化 
・高速道路等の交通アクセスを活用した企

業誘致 
・利便性の高い住環境の維持・向上 
・連動性のある賑わい創出方法の検討（コ

フフン→天理本通り商店街→なら歴史
芸術文化村） 

■アンケート調査にみるまちづくりの
方向性 

・「歩道・自転車道や自転車通行帯の整備
状況」は、満足度が低く重要度が高い 

・「病院や診療所など医療施設の整備状
況」は、満足度・重要度ともに高い 

・身近な道路、公園や小規模スーパーを求
める声が多い 

■まちづくり懇談会にみるまちづくりの方向性 
①残したいもの 
・山の辺の道及び上ツ道などの歴史的資源の保全と活用 
・地域の伝統行事                       ・いちょう並木及び里山などの自然の保全 
②改善したいもの・創りたいもの 
・都市計画道路の早期整備               ・狭隘な道路の拡幅 
・旧公民館跡地の利用                   ・天理ダム風致公園の有効活用 
・水路及び河川の整備                   ・災害時における避難地・避難場所の整備 
・土地区画整理事業の適切な実施(見直しと早期完了) 
●まちづくりの方向性 
・近鉄、JR 及び名阪国道が通るなど、高い利便性を活かしながら、防災力を高めるなど、
住みよい環境づくりが望まれています。 

・山の辺の道及び上ツ道といった歴史的資源を活かした、個性と魅力あふれるまちづくり
が求められています。 

■まちづくりの課題 
（１）土地利用 

①コフフンを活用した商店街の活性化 
   ②高速道路等の交通アクセスを活用した企業誘致 

③利便性の高い住環境の維持・向上 
④連動性のある賑わい創出方法の検討 

（２）都市施設整備及び市街地整備 
①都市計画道路の計画的整備推進 
②狭隘な道路の拡幅 
③土地区画整理事業の適切な実施（見直しと早期完了） 

（３）自然環境及び景観形成 
①中心市街地にふさわしい賑わいのある景観形成 
②天理ダム風致公園の有効活用 
③山の辺の道及び上ツ道などの歴史的資源の保全と活用 

（４）安全・安心のまちづくり 
①水路及び河川の整備 

   ②災害時における避難地・避難場所の整備 
（５）その他のまちづくり 

①本市を代表する魅力的なまちづくり 

歴史と文化が未来をつむぐまち 
天理らしい歴史と文化を活かし、賑わいと魅力を発信するまちづくり 

Ⅱ 北中学校地域 
 
  

■まちづくりのテーマ 
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■北中学校地域まちづくり方針図

持続可能 賑わい
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■地域特性にみるまちづくりの方向性
（全体構想からの位置づけ） 
・公共交通ネットワークの利用環境の維

持・向上 
・社会福祉の機能の拡充 
・既存産業の維持・向上 
・住宅地と産業地の調和 
・国道等の利便性・機能性の維持・充実 
・農業生産基盤整備の充実 

■アンケート調査にみるまちづくりの
方向性 

・年少人口が４地域中もっとも多い 
・「歩道・自転車道や自転車通行帯の整

備状況」は、満足度が低く重要度が高い
・「病院や診療所など医療施設の整備状

況」は、満足度・重要度ともに高い 
・身近な道路、公園や小規模スーパーを求

める声が多い

■まちづくり懇談会にみるまちづくりの方向性 
①残したいもの 
・鎮守の森などの自然景観        ・下ツ道・神社・寺社などの歴史的資源の保全・活用
②改善したいもの・創りたいもの 
・生活道路の安全性の確保、住環境の整備   ・コミュニティバスなどの公共交通の充実 
・都市計画道路の整備(中心市街地等への交通アクセスの適切な確保) 
・近鉄前栽駅及び二階堂駅へのアクセス改善 ・渋滞が顕著な交差点の改良 
・浸水対策の充実及び防災拠点の確保     ・高齢者も利用しやすい気楽に行ける施設 
・楽しく過ごすことができる公園 
●まちづくりの方向性 
・歴史と自然を活かした魅力ある田園住宅地を形成することが望まれています。 
・高い交通利便性を活かした、安全で便利な生活環境づくりが求められています。 

■まちづくりの課題 
（１）土地利用 

①産業振興・雇用創出のための企業誘致の促進 
②遊休農地の利活用の方法 
③交通アクセスを活用した土地利用の推進 

（２）都市施設整備及び市街地整備 
①道路・歩行者・自転車空間の整備による交通ネットワークの改善 
②狭隘な道路の拡幅 
③公共施設の適切な配置 
④都市計画道路の整備や駅へのアクセス改善 

（３）自然環境及び景観形成 
①下ツ道及び鎮守の森等の保全・活用 
②田園風景の保全 
③歴史的建造物や伝統・文化などの地域資源を活かしたまちづくり 

（４）安全・安心のまちづくり 
①水路や河川の浸水対策 
②災害時における避難地・避難場所の整備 

（５）その他のまちづくり 
①職住近接の高い利便性の魅力発信 

アクセスが魅力の田園都市 
古代から受け継がれた流通の要衝がつむぐ、職住近接のまちづくり 

Ⅲ 西中学校地域 

 
  

■まちづくりのテーマ 
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■西中学校地域まちづくり方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全・安心
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■地域特性にみるまちづくりの方向性
（全体構想からの位置づけ） 
・公共交通ネットワークの利用環境の維持・

向上 
・生活サービス施設の維持・利便性の向上 
・農業生産基盤整備の充実 
・公園の利便性及び魅力の向上、安全に

利用できる施設管理 

■アンケート調査にみるまちづくりの
方向性 

・「歩道・自転車道や自転車通行帯の整備
状況」は、満足度が低く重要度が高い 

・「病院や診療所など医療施設の整備状
況」は、満足度・重要度ともに高い 

・身近な道路、公園や小規模スーパーを求
める声が多い

■まちづくり懇談会にみるまちづくりの方向性 
①残したいもの 
・大和青垣の山並み、寺社の景観等の保全(見通しの確保) 
・古墳などの歴史的資源や祭りなどの伝統文化の保全と活用 
・山の辺の道及び天理環状線（橘街道）の保全と歩道の改善 
・田園風景の保全 
②改善したいもの・創りたいもの 
・コミュニティバスの利便性向上              ・通学路の安全性確保 
・都市計画道路東井戸堂西長柄線（九条バイパス）の早期完成 
・商業施設・生活サービス施設の充実         ・空き家対策、移住・定住の促進 
・歴史的資源を活用した観光ルートの整備 
●まちづくりの方向性 
・大和青垣の山並みや田園風景を守りながら、不足している道路整備や公共交通手段、商

業施設等の充実が望まれています。 
・山の辺の道などの歴史・自然資源を豊富に有する環境を活かしながら、安全で便利な生

活の場づくりが求められています。 

■まちづくりの課題 
（１）土地利用 

①田園環境と歴史景観が調和した住宅地の維持・保全 
②遊休農地の利活用の方法 
③土地の利用用途に応じた適切な土地活用の検討 

（２）都市施設整備及び市街地整備 
①狭隘な道路の拡幅 
②公共施設の適切な配置 
③都市計画道路の早期整備実現 

（３）自然環境及び景観形成 
①山の辺の道や天理環状線（橘街道）の保全・活用 
②田園風景・農地の保全 
③歴史的建造物や伝統・文化などの地域資源を活かしたまちづくり 

（４）安全・安心のまちづくり 
①水路や河川の整備 
②災害時における避難地・避難場所の整備 

（５）その他のまちづくり 
①公共交通の充実や商業施設立地による魅力向上

古の青垣見守るまち 
歴史の源流と大和の原風景が息づく、見る・歩く・つながるまちづくり 

Ⅳ 南中学校地域 

 
  

■まちづくりのテーマ 
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■南中学校地域まちづくり方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史・自然賑わい
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■地域特性にみるまちづくりの方向性
（全体構想からの位置づけ） 

・公共交通ネットワークの利用環境の維
持・向上 

・社会福祉の機能の拡充 
・既存産業の維持・向上 
・住宅地と産業地の調和 
・国道等の利便性・機能性の維持・充実 
・農業生産基盤整備の充実 

■アンケート調査にみるまちづくりの
方向性 

・「バスの利便性」は、満足度が最も低く重
要度が最も高い 

・「ゴミやし尿の処理対策」は、満足度・重
要度ともに高い 

・電車やバスなどの公共交通の充実を求
める声が多い 

■まちづくり懇談会にみるまちづくりの方向性 
①残したいもの 
・農地の保全及び活用                     ・整備された遊歩道（維持保全） 
・復元氷室や城跡などの歴史・伝統文化資源の保全 
②改善したいもの・創りたいもの 
・道路の拡幅（地域内道路・県道など）        ・道路舗装の改修 
・空き家対策、休耕地の有効活用             ・街灯及び防犯灯の設置 
・車に依存しない交通手段の拡充            ・凍結予防 
・公園及び遊歩道 
●まちづくりの方向性 
・道路の拡幅や舗装の修繕など、生活環境の維持・充実と、山林・農地を活かした地域の

活性化が望まれています。 
・豊かな自然環境を活かし、地域振興・観光振興による賑わいの創出など、盛んな交流を

することができるまちづくりが求められています。 

Ⅴ 福住中学校地域 

 
  

■まちづくりの課題 
（１）土地利用 

①遊休農地の利活用の方法 
②交通アクセスを活用した土地利用の推進 
③土地の利用用途に応じた適切な土地活用の検討 

（２）都市施設整備及び市街地整備 
①道路・歩行者・自転車空間の整備による交通ネットワークの改善 
②公共交通の拡充 
③公共施設の適切な配置 
④遊歩道の維持・保全 

（３）自然環境及び景観形成 
①豊かな自然環境の維持・保全 
②田園風景や山並みと調和のとれた景観の創出・保全 

（４）安全・安心のまちづくり 
①災害時における避難地・避難場所の整備 
②土砂災害対策の充実 

（５）その他のまちづくり 
①自然を活かした施設の活用方法 

にぎわいあふれる自然豊かなさと 
自然と歴史が織りなす伝統に、新たなふれあいが融合するまちづくり 

■まちづくりのテーマ 
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■福住中学校地域まちづくり方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史・自然賑わい
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第５章 実現化の方向性  
～まちづくりの取り組み方～ 

Ⅰ 実現化に向けた基本的な考え方 

（１）共に支え合うまちづくり 

都市計画マスタープランによって、市民、事業者及び行政が、目指すまちの将

来像を共有することで、各主体の円滑な合意形成のもとで具体的な方策を進

めることを促します。 

本市では、市民、事業者及び行政がそれぞれの役割を担い、知恵や力を出し

合って、協力・連携しながらまちづくりに取り組む「共に支え合うまちづくり」を目

指します。 

「共に支え合うまちづくり」では、多様な主体・世代が、お互いの立場を理解

し合いながら、同じ目標の実現に向けて、自らが主体的に取り組むことが必要

となります。自らがまちづくりの当事者であるという意識の醸成を促しながら、持

続可能な良好で賑わいのあるまちづくりを目指します。 

（２）施策の推進 

都市計画マスタープランは、目指すべきまちの将来像を実現するための都市

計画の決定や変更の方針等を示した計画であり、都市計画行政の行動指針と

なります。 

本計画に基づき、都市全体として総合的かつ一体的なまちづくりを進めるた

めに、的確な施策の推進を目指すとともに、時代の変化にも柔軟に対応し、適

正な進行管理、適切な施策判断の実施を目指します。 

Ⅱ 実現化に向けた取組み 

（１）共に支え合うまちづくりの実施 

１)役割分担 

共に支え合うまちづくりを実施するためには、住民、事業者及び行政において

多種多様な役割があり、特に少子高齢化の更なる進展を踏まえた役割分担を

明確にする必要があります。住民には「地域コミュニティの向上、地域に対する誇
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りや愛着につながる諸活動への参加」、事業者には「企業活動やイベントなどを

通じた地域との関わりの充実」、そして行政には「まちづくり情報などの発信をは

じめとした住民や事業者への支援」など、つながりを意識したまちづくりを進める

ことが求められています。 

なお、本市は、宗教文化都市としての性格を持ち合わせており、全国的に知

名度も高く、特色のあるまちとなっています。本市の今後の発展のために、住民、

事業者及び行政が共に支え合い、まちづくりを進めていきます。 

２)住民主体のまちづくり 

住民には、まちづくりの主役として、特に、地域に密着したまちづくりの取組み

への主体的な参画が期待されます。本市は、地域別構想に掲げたまちづくり方

針に基づく、より具体的で住民に身近なまちづくりに対して、住民の主体的な取

組みにつなげるための必要な支援を実施します。 

  
行政の役割 

協働のまちづくりのパートナーとして、立場の違いを理解し

合いながら、住民の考えを尊重した支援の実施を行います。

○まちについて考える力の養成 

○まちの現状や市の取組みの情報発信 

○まちづくりを先導する人材の育成 

○身近なまちの計画づくりの支援 

○計画に沿った活動への支援 等

支援 

 

図 住民主体のまちづくり 
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（２）適切な施策の実施 

１)都市計画制度の活用 

都市計画マスタープランは、市が定める最上位計画である天理市第６次総

合計画（まちづくり基本構想）を実現するための都市計画分野の計画であり、

目指すべきまちの将来像は、概ね 20 年後の将来を見据えたものとなります。 

本市では、本計画に基づき、都市計画制度を積極的に活用するとともに、産

業、環境、福祉、防災、文化財等の他の分野における多様なまちづくり手法とと

もに連携しながら、庁内外の連携を強め、まちの将来像の実現を目指します。 

 

２)主な都市計画手法 

全体構想及び地域別構想で掲げたまちづくりの方針については、都市計画

手法を中心とした施策に展開していきます。また、産業、環境、福祉、防災、文化

財などの他の分野における多様なまちづくり手法とともに連携しながら実施し

ていくこととします。 

 

制度の区分 主な施策 

規制・誘導 

手法 

都市計画法に 

基づく規制・誘導手法 

地域地区 

用途地域／防火地域／景観地区／風致

地区／歴史的風土特別保存地区／生産

緑地地区 など 

その他の制度 

地区計画／開発許可制度 など 

その他の法に 

基づく規制・誘導手法 

都市機能誘導区域・居住誘導区域／建

築協定／埋蔵文化財包蔵地／史跡 など

自主的なルール 
まちづくり憲章／まちづくり条例／まちづく

り協定 など 

事業手法 

都市計画事業 

（主として行政が主体） 

街路事業／公園事業／下水道事業／土

地区画整理事業 など 

協働による事業 
街なみ環境整備事業／優良建築物整備

事業 など 

 

表 都市計画手法を中心とした施策 
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３)特に推進すべき取組みの例 

本計画で掲げるまちづくりの目標の実現に向けた取組みの実例と、それに対

する行政の支援策を整理し、まちづくりのねらいを設定しました。継続的な取組

みを行うために、庁内の関係各課と意識を共有し、着実な進捗を行います。 

  

図 まちづくりの実現に向けた取組みの実例 
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（３）進捗管理と計画の見直し 

１)進捗管理 

都市計画は、短期的にその効果が現れるものもありますが、一方では、長い

時間をかけて取り組む必要があるものもあり、その間に社会情勢等が変化する

可能性があります。 

このため、重点施策だけではなく、計画で位

置づけた施策ごとに所管部署を設定し、年度ご

とに施策の実行の報告、実行環境の改善を行

うなど、目標を実現していく過程で適正に進行

管理し、進捗状況を明らかにします。 

さらに、社会経済情勢の変化や上位関連計

画との整合を図るため、必要に応じて、見直し

を含む適切な施策判断をするなど、PDCA サイ

クルを実施し、目指すべきまちづくりの目標の実

現に向けて着実に遂行します。 

 

２)都市計画マスタープランの適切な見直し 

継続的な取組みを進めるためには、明確な計画が必要です。都市計画マスタ

ープランは、市の現時点での実情を踏まえ、将来にわたる計画を示すものであり、

今後の時代の変化などによっては、実情に適合しなくなる可能性があります。 

このため、社会経済情勢の変化や総合計画などの上位計画の見直しを見極

めながら、必要に応じて計画内容を見直すなど、常に市の実情に即した計画に

なるよう配慮します。 

 

図 PDCA サイクル 


